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建築が解体された後　～「主題の不在」をめぐって～
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はじめに
「建築の解体」は二部構成になっている。その前半部分では、６０年代において近代建築の概念を解体していった建築家たちの作業が紹介され、一方、後半部分ではそれら６０年代の作業が残したものはなんであったかという問いに応答する形で、「“建築の解体”症候群」をめぐった考察がされている。私たちは今回その後半部分を扱っているのだ。そして、結局のところ筆者の考察は「主題の不在」という状況分析に向かっている。

では、筆者が次に探索しなければならないと指摘する「主題の不在」という主題とは一体どのようなものであろうか。そこで、私たちは「“建築の解体”症候群」の症例をみつめることで、「主題の不在」という状況について考えてみたいと思う。

＊筆者は、建築家が置かれた二者択一の状況を以下のように表現している。

１．「建築の解体」の建築家たちが置かれていた状況

テクノクラートに味方するか、或いはデザインを放棄するか

２．「建築の解体」以降

貯蔵庫をひっくりかえし、膨大なイメージ群とわたり合い、アドホックな環境を許容するシステムをつくるか、その貯蔵庫を閉鎖し、イメージを消し、ミニマルに還元された、非セマンティックな領域を探索するか

「“建築の解体”症候群」とは
1 アパシィ　革命はすでに終わっている
近代建築の革命（形態の開発、革命的態度）の終焉

→それらは単なる一つの様式として、参照されるようになる

EX.　スーパースタジオ

　　　　コルビュジエ、ミース、ブロイヤーら先達の作品が考古学的対象物となる

2 アイリアン　他領域言語を導入すること、あるいは建築の概念が全環境へむかっていく

建築の概念の拡張・拡散

→土着的固有言語、メディア、ポップカルチャーが他領域言語として導入される

EX.　アーキグラム　「ウォーキングシティ」「プラグ・イン・シティ」「カプセル」
　　　　…すべてのメディアが建築になる

3 アドホック　建築的貯蔵庫から引用されることによって共時性をあらわにした記号　　　

の群れが、勝手気ままに建築の可視的世界を支配する

「包摂（インクルージヴ）の建築」

「混成品（ハイブリッド）」

→デザインの作業は、さまざまな素材やメディアやシンボルを在庫品目録として整理することになる

EX.　ピーター・クックの計画案

　　　　　「ドゥ・イット・ユアセルフ」式、部品組み込み作業　

④アンビギュイティ　反語的な身振りだけが残されている
曖昧－機能主義がかかえこんでいた目的性を明確に表示するという意図の放棄

→可視的世界の背後にある構造を支える形式の洗練された操作
（時間、メタファー、シンタクティックの操作）
　
EX. ピーター・アイゼンマンのシンタクティックな領域における操作
⑤アブセンス　あとがきにかえて
現代建築が陥った主題の不在という状況

→「“建築の解体”症候群」・・・「中性化」、「不在化」、「消去」、「仮托」
　現実において、「建築家の存在」が認識されないような振る舞いをするしかない

考察　～建築家がむすぶ「現実と二律背反の関係」をめぐって～　
そもそも、「主題」とはどのようなものだったか。それを考える上で、筆者がまずその論考の最初に、「アパシイ」の項を取り上げたのが意義深い。なぜなら、近代建築における「主題」とは、社会、政治を変えるという意味での革命に基づいたテーゼであったからだ。そして、そのなかで「テクノロジー」が大きな役割を果たしていたのだ。つまり、工業的な大量生産である。

従って、「革命は終わっている」という指摘が、建築における社会主義的要素の希薄化と「テクノロジー」という手段への欺瞞を有効に表現することとなったのだ。そこには、「イデオロギーの終焉」（注釈１）の言説や「テクノクラート」をめぐる言説が提示されていた時代背景があるであろう。

その上で留意しなければならないのは、言葉の並びのうちに一つの歪みがあるということだ。建築家は「革命が終わっている」のに「テクノクラート」に左右されなければならない、というのがそれである。筆者はそれを、建築家が必然的に取り結ぶ「現実と二律背反の関係」と表現している。

この歪み、或いはそのような関係は、「革命」という言葉の二重性や人々の問題意識にまつわる変化を表しているであろう。近代建築における問題意識、その主眼は労働者や貧困であった。しかしながら、「建築の解体」周辺では、例えば「アドホッキズム」でみられるように（注釈２）、それは消費者であるような含意がある。

　結局のところ、真の意味での「革命」は終わっているのかいないのか、という議題が暗に表出しているのだ。そういった状況であるからこそ、共通認識が想定された大きな問題意識は拡散し、「主題の不在」が到来したのではないだろうか。そして、「主題」を放棄していった「建築の解体」の建築家たちの作業は、結果的にその後の建築界に「主題の不在」という主題を突きつけるのである。

注釈
· １

「イデオロギーの終焉」

高度経済成長を実現した資本主義社会において、もはや階級闘争或いは階級対立という言葉は死語になる。そうした上で、イデオロギーをある階級に固有の意識、世界観であると定義すれば、階級闘争の終焉とともにイデオロギーも終焉する事になる。

· ２

ジュエンクス、シルヴァー「アドホッキズム」から引用

「みずからの直接的な必要を認識する事によって人はみずからをクリエートし、維持し、超えていく。・・・これが精神衛生の鍵。空虚で、無反応な現在の環境は、白痴と洗脳の鍵。」

議論点

「主題の不在」とはどのような状態か、或いはどのようなプロセスで成立したかということを話し合った上で、視点を現在に移して議論したいです。
用語
○CIAM (Congres Internationaux d' Architecture Moderne) 

1928年、ル・コルビュジエとジークフリート・ギーディオンの主張を支持する各国の建築家によって、「建築をアカデミズムの袋小路から引っ張り出す」ために設立された国際会議。1932年にまとめられた「アテネ憲章」では、都市の４つの機能として、住居、余暇、勤労、交通を取り上げ、都市計画は住居を中心にこれらの各機能の関係を決定すべきだとしている。「緑・太陽・空間」重視するCIAMの主張は、各国の建築家、都市計画家の支持を得たが、戦後はその理想主義に対する批判を浴びるとともに、認識の違いを理由に内部分裂を起こし、1956年の会議を最後に崩壊した。

○チームX（テン）

　CIAMのメンバーであったスミッソン夫妻を中心とした若い世代の建築家グループ。彼らは、「アテネ憲章」以降主流となる機能主義の建築や都市計画のスタティックな側面を批判した。つまり、「動く建築」や「取替え可能な建築」を提唱し、「成長と変化」と言う視点から、機能主義の乗り越えを目指したのである。この動きは、後に建築家グループ・アーキグラムの流れに組まれることになる。

補足説明
○磯崎新（いそざき　あらた）

1931年大分市生まれ。1954年東京大学工学部建築学科卒業。1963年磯崎新アトリエを設立、現在に至る。60年代に大分市に集中して実現された建築群から、90年代の国内外各地の数多くの最近作まで、どの思想領域にも属さない個人的な思考と空間の展開でありながら、政治・社会・文化に他のどの建築家よりも深く抵触しつつ、それを建築において開示してきた。すなわち建築がその始源からもつ潜在力を取り出してみせることで、他領域の知に対しても大きな影響を与えてきた。その活動は建築のみならず、思想、美術、デザイン、映画など、さまざまなメディアにわたる。代表的な著書に「建築の解体」（1975年）がある。

○「建築の解体」

1975年に書かれる。ホライン、アーキグラム、ムーア、アレグザンダー等７人の建築家について論じることを通し、1960年代の多様化してゆく建築の手法を追跡する。70年代初めといえば学生運動が続いた時代で、イデオロギーがいたるところに氾濫し、建築もその延長線上に存在していた。「建築とは制度的な存在である」という考え方が蔓延していた当時において、建築を学ぼうとするものたちにこの本が与えた影響は多大なるものであり、それは今日にも通じている。

○近代建築の特徴

　建築の変革は、生活の変革、すなわち社会・政治の変革をもたらすという、いわゆる「大きな物語」を理念に掲げ、建築の工業化こそが新しい建築美学であるとするユートピア論が近代建築の根底にある。それは、形態を機能との密接な関連において決定しようとする「機能主義」を頂点とし、「無装飾主義」、「構造表現主義」という文字通り装飾を排除しようとする特徴を具える。また、ミースの “less is bore”　に代表される「抽象の美学」や、ル・コルビュジエに代表される「機械、装置の美学」、そして材料、構造技術、機能の条件が共通する近代社会の建築は、必然的に共通した姿をもつという「普遍主義（国際様式）」という特徴があることも忘れてはならない。

○建築における「意味」
　ある国、ある地域で長い間使われてきた慣習的な形態は、その地の人々にとってある一定の「意味」をもつ。例えば、西欧ではルネッサンス以来、ギリシャ神殿のファサードを模したぺディメント（切妻破風）を入り口に用いるのが習慣であった。ここにおいて、ぺディメント＝建物の入り口、という一対一の対応が成り立つ、といったようにである。すなわち、それは「言語としての建築」における１つの「単語」であるといえる。「機能主義」を掲げるモダニズムはこうした伝統的、習慣的形態を生のまま使うことを排除しようとするが、ポスト・モダニズムではそういった「単語」としての「部分の形態」をさまざまに組み合わせて建築に用いるという手法によって、建築における「意味」を重視する立場をとる。
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